
 

 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①知的好奇心を
刺激し、表現
力を伸長する
授業を教員・
生徒の相互で
作り上げるた
め、ICT 技術
を積極的に取
り入れ、組織
的な授業改善
を推進する。 

②学校行事を精
選し、準備や
運営について
も効率的な計
画を立てると
ともに、生徒
の主体性を活
かした運営を
行う。 

③「見通しをた
てる」、「現
状を把握す
る」、「自ら
課題解決がで
きる」こと
を、プログラ
ミング教育の
３つの柱と
し、この３つ
の能力の育成
を目指す。 

①教育の情報化
と情報教育を
推進するため
の機能を強化
し、組織的な
取り組みに発
展させる。 

 
②学校行事等を
通して豊かな
人間性とリー
ダーシップを
育む。 

 
③「現状を把握
する」こと
に、より重点
を置き生徒の
能力を育成す
る。 

① ICT 機器を、
授業や校務運
営の場面でも
合理的、効果
的に活用す
る。 

②行事等に ICT
機器を積極的
に活用し、授
業および他の
領域において
合理的思考を
身につける。 

③生徒一人ひと
りに自身の成
長のために何
が必要か考え
させる取組を
授業に取り入
れる。 

①情報機器等を
効果的に活用
した学習活動
の充実を図る
ために、個別
最適な学びと
して、日常的
に活用できる
ような授業づ
くりを組織的
に実行できた
か。 

②生徒が主体的
に情報機器類
を利活用した
学校行事の運
営 が で き た
か。 

 
③生徒が意欲的
に取り組む授
業づくりを推
進できたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①基本的な生活
習慣の定着や
規範意識の醸
成などの日常
の生活指導上
に関する課題
とともに、い
じめや問題行
動、不登校・
薬物乱用な
ど、心や命に
かかわる問題
に対して適切
な対応を行
う。 

②学業との両立
に留意し、部
活動の適切な
運営に努め
る。 

①指導・支援方
針の検討や情
報交換を定期
的におこな
い、職員の共
通理解のも
と、生徒・保
護者にアプロ
ーチするプロ
セスを確立す
る。 

②生徒とのコミ
ュニケーショ
ンを十分にと
り、生徒のニ
ーズを踏まえ
た合理的でか
つ効率的・効
果的な活動を
おこない、生
徒の成長を促
す。 

①毎週来校する
SC・SSWを含め
た教育相談体
制を確立させ
る。 

①SNS利用に関す
るモラルの向
上をはかる。 

②部活動指導ガ
イドラインを
準拠し、下校
時間の順守、
適切な活動時
間・休養日等
を設定し、生
徒の目的や目
標に応じた活
動の場を設定
する。 

① 月 ２ 回 程 度
SC・ SSW、教
育相談コーデ
ィネーター、
養護教諭との
ミーティング
が行えたか。 

①携帯電話教室
や学年集会、
LHR、情報の
授 業 等 を 通
じ、SNS に関
するモラルの
向上の意識づ
け が で き た
か。 

②部活動アンケ
ートで「目標
や練習の目的
を意識して、
活 動 し て い
る」「部活動
と 勉 強 の 両
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立」「部活動
の 状 況 に 満
足」の結果が
半数を超え、
かつ、「でき
ていない」の
結果が２割以
下 と な っ た
か。 

３ 進路指導・支援 

①変化の早い社
会、進路情報
へ適切な対応
ができる組織
体制の整備を
し、生徒が将
来を積極的に
開拓し、実現
につなげる能
力を育む。 

②生徒が自ら
「情報収集・
選択・提供」
を積極的に行
い、継続的に
「チーム西
湘」としての
進路意識を高
めていく。 

①生徒のキャリ
ア形成に資す
る進路行事・
情報共有方法
の組織化を図
り、生徒・教
員の進路開拓
意欲を高め、 
生徒が自ら動
き出し、教員
がその後押し
を積極的にで
きるようにす
る。 

②組織的な出願
指導に重要な
情報の蓄積・
共有方法の整
理を行い、適
切な情報提供
を迅速にでき
る体制づくり
を行う。 

①LHR、オンライ
ンを使った講
演会、説明会
などの開催と
スピード感の
ある情報共有
をし、 常に
最新の情報の
分析・発信を
行う。 

 
 
②生 徒 ・ 保 護
者・教員間で
の進路情報の
様々な共有方
法の組織的な
確立を図り、
相互理解の高
い進路指導を
行う。 

①生徒が主体的
に進路選択を
し、納得でき
る選択をする
ことができた
か。 

 
②情報へのアク
セス回数、進
路相談の件数
を増やすこと
ができたか。 

     

４ 地域等との協働 

①非常時に対応
できる体制作
りを推進し、
地域と協働し
た防災活動に
取り組む。 

②ＰＴＡや近隣
の学校等との
交流・連携事
業を行い、地
域の教育力を
活用する。 

①迅速かつ的確
に災害応急活
動が実施でき
るように防災
教育を行う。
また地域住民
との協力体制
の確立を図
る。 

 
②ＰＴＡ活動の
活性化を図る
とともに地域
連携した活動
を検討する。 

①地域住民・教
員・生徒間で
災害時の対応
を共有し、防
災意識を高め
る。 

②外部機関と連
携して体験談
等を聞く機会
を設け、生徒
の進路選択に
役立てる。 

①地域住民と合
同の避難訓練
を実施できた
か。 

①防災マニュア
ルの見直しが
できたか。 

 
②地域住民や卒
業生を講師に
招き、講演会
や研修を開催
できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒と向き合
う時間を潤沢
にするため、
教員の働き方
改革を推進す
る。 

①業務の精選及
び効率化を目
指すととも
に、会議の設
定を必要最小
限にとどめ
る。 

①業務の見直し
を行い、稟議
等の活用によ
り会議を効率
的 に 実 施 す
る。 

①会議の時間短
縮や回数を減
じることがで
きたか。 

     

 


